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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標 ラオスにおける障害者に対する職業訓練等による就労支援を通じ、

障害者の社会的・経済的自立を促進する。併せてそのための職業訓

練指導員を養成する。 

（２）事業内容 

①車椅子製造・修理・販売、

福祉リハビリ機器製造訓

練 

３期目（訓練生 12 名、う

ち、養成する指導員３名） 

②美容、ベーカリー、IT

印刷 

３期目（各分野に訓練生

18 名、うち、養成する指

導員各 2名） 

 

２０１３年６月 

・第１回美容研修開催 ６月２５日～３０日 

研修生６名 日本人講師１名 ラオス人アシスタント１名 

例年通り日本人美容師を招き、ラオス人女性障害当事者６名を対象

に美容技術の指導研修を行った。研修生は地方出身者が多く美容に

関して未経験者がほとんどであったが、技術向上意欲の高い研修生

であった。ラオス人のアシスタント指導員が丁寧に顧客に向けたシ

ャンプー等の基礎的美容技術を指導し、日本人講師が包括的な美容

技能指導を行った。実際の顧客を仮想店舗に迎え入れ顧客サービス

やコミュニケーション等を含めたビジネスマナー指導等も OJT 形式

で行い、日本人による高度な技能訓練・サービス業としてのコミュ

ニケーション能力を向上させるための接客指導等を、直接日本人指

導員から学ぶことができ研修員にとって大きなモチベーションとな

った。６名中１名が ADDP 仮想美容院で引き続き研修を受けている。 

 

２０１３年７月 

・IT 印刷研修準備 

IT 印刷研修を当センターワークショップで行うにあたり、必要な資

機材の調査を実施、必要資機材を購入した。 

 

２０１３年８月 

・第１回車椅子製造研修開催 ８月１１日～１９日 

研修生６名 日本人講師１名 

講師として日本の最大手車椅子製造会社の技術者を招き、高いレベ

ルでの車椅子製造・修理・メンテナンス研修を開催した。参加者は

ビエンチャン近郊に住む障害当事者 6名。本技能研修の内容は中級

から上級レベルの研修であったために、車椅子製造に少しでも知識

のある者あるいは電気機械修理等の基礎知識が備わっている者、車

椅子製造技術に関連のある分野で経験がある者等該当する候補者か

ら選抜し、研修生６名を募った。車椅子修理からメンテナンス、商

品管理等包括的に日本のビジネスモデルを学ぶことができ、将来の

ラオスの車いす製造・修理産業の創世記を支える人材育成として大

変充実した研修となった。 

 

・シェンクワン就労支援セミナー ８月２１日 

シェンクワン県の障害当事者、家族、教育関係者、社会労働省シェ

ンクワン支局、ラオス障害者協会シェンクワン支部（LDPA）、村役場

に勤める役人、村長等、障害者の生活に密接に係るステークホルダ

ーともいえる参加者を対象とし、障害者就労支援啓発セミナーを開

催した。ビエンチャンでの就労支援事業の紹介、個別の事例紹介、
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クッキーの試食等を午前中に行った。午後は、それぞれが障害者の

置かれている現状について、意見交換を行い、障害当事者、家族か

ら出てくるニーズを LDPA や行政関係者、村役場に繋ぐ意見交換会を

実施した。また、そこでビエンチャン事業への参加者の募集も行い、

数名が個別に問い合わせに来て、実際にビエンチャンでの研修に参

加するに至った。実際に同じような障害を持つ人々がビエンチャン

で研修を通して、やりがいのある仕事に就き、また、仲間と日々ワ

ークショップで自立に向けて OJT している事例に触れ、可能性を感

じたと参加者は言っていた。 

 

・第１回ベーカリー研修開催 ８月２３日～３０日 

研修生６名 日本人講師１名 ラオス人アシスタント 1名 

講師として、日本で店舗を構える日本人パティシエを招き、製菓方

法を学ぶ研修を開催した。対象は製菓に関わったことのない研修生

6名、OJT としてワークショップで働きながら学んでいる研修生 5

名であった。第 2期第 1回目の研修生でもあり現在は当会のクッキ

ー研修部門を支えているラオス人指導員が日本人講師のアシスタン

トを務め、他の研修生に対してきめ細やかに指導を行った。新規の

研修生に対しては、ベーシックなクッキー作りの指導を中心に行っ

た。OJT として当会ワークショップで働いている研修生たちに対し

ては販売しているクッキーの品質管理の方法、ラオスでの原材料調

達の状況を考慮し、コストパフォーマンスに優れた新しいクッキー

の指導や、さらにバリエーションを広げるためのケーキ作りの指導

等が行われた。 

 

・第２回美容研修開催 ８月２３日～２９日 

研修生 6名 日本人講師 2名 ラオス人アシスタント 1名 

講師として、日本の美容師 1名と、メイクアップ等が専門の美容師

1名を招き、研修を実施した。対象者は新規の研修生 6名、すでに

ワークショップで OJT を実施している研修生 5名であった。今回は、

新規の研修生たちにはベーシックなシャンプー等の美容技術を中心

に指導が行われた。また、アドバンスコースとして、OJT 中の研修

生たちを中心に、カット技術に加え、今後ラオスで需要が増すと考

えられるカラーリング、また、結婚式等でニーズが高いヘアアレン

ジメント、メイクアップの指導も行われた。 

 

２０１３年９月 

・第１回 IT 研修開催 ９月１日～７日 

研修生５名 日本人講師１名 日本人アシスタント１名 

講師として、日本の障害者就労支援分野で活躍する IT 印刷の専門家

と、アシスタント講師として現役の WEB デザイン及び画像編集ソフ

トの専門家を招き IT を使った PRパンフレット作成等の印刷業及び

一般的な事務作業に必要な IT スキルを学ぶ研修を行った。対象は、

ラオス全土から集まった身体障害当事者 5名であった。既に高いレ

ベルで画像編集ソフトを扱える研修生に対しては、実際に当会ワー
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クショップで実施中の美容事業やクッキー事業の宣伝パンフレット

を課題とし実際に製版した。顧客にとって魅力的且つ洗練されたデ

ザインの印刷物を作成することでビジネスのインセンティブが高ま

ることを専門家が力説し、完成度の高いパンフレットや PRチラシの

デザインから作成にいたるまで専門家からきめ細やかな指導を受け

た。一方でそれほど高い IT 技術を有していない研修生に対しては、

ベーシックなパソコンの操作方法の指導から始まり、文書作成、簡

単な画像編集ソフトの使用方法の指導等が行われた。 

 

２０１３年１０月 

・ラオスハンディクラフトフェスティバルに出店 

ベーカリー部門は OJT の一環として、ラオスで年に一度開催される

大規模なエキシビション「ラオスハンディクラフトフェスティバル」

に ADDP ベーカリーとして出店し、実際にサイトのブースを借りてク

ッキーを販売するという研修機会を得た。実際の不特定多数のラオ

ス人顧客と接しることで活きたビジネス訓練となり、また今後のク

ッキー作りに活かすため顧客からの品質に対するダイレクトなフィ

ードバックを得る絶好の機会となった。ADDP クッキーの評価は大変

高く大きな反響があり研修生にとっても実り多き学びの場となっ

た。また IT 印刷部門も OJT の一環としてベーカリー部門と一緒に出

展・参加し、他のクラフトブースと比較しながらも今後の販売促進

グッズ開発のための顧客の反応、意見、参考資料、素材集め等調査

のための有意義な学びの機会となった。 

 

２０１３年１１月 

・ルアンパバーン就労支援セミナー １１月４日 

参加者はルアンパバーンを含むラオス北部の障害当事者、家族、LDPA

支部、社会労働省支局、村役場であった。ビエンチャンでの事業を

紹介し、先行事例を説明し、働く障害当事者の様子を具体的に伝え、

また企業との連携についても、行政関係者をメインターゲットとし

て、説明した。また、地域ごとに分かれて、障害当事者、行政関係

者等が共にそれぞれの地域の障害者問題を考え、意見を交換し、ア

クションプランを考えるワークショップも開かれた。ここでも、ビ

エンチャンでの研修への参加者を募集して、多くの人が興味を示し

た。その後、数人がビエンチャンでの研修に参加することとなった。 

 

・第２回ベーカリー研修開催 １１月１日～８日 

研修生６名 ラオス人講師１名 

第 2 期第 1回の研修生で、OJT としてワークショップで働いている

障害当事者が中心となり、OJT で働いている他の研修生がサポート

役となりながら、新規の研修生たちに研修を行った。ラオス人によ

るラオス人のため研修が初めて可能となった。研修生はビエンチャ

ンとラオス南部在住の身体障害当事者 4名、またトライアルとして、

知的障害当事者 2名の計 6名であった。基礎的なクッキー作りの指

導と、実際に OJT の一環として販売しているクッキーの製作工程に
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新規の研修生も加わり、日々の作業工程に参加する形での研修とな

った。また、やはりラオスにおいて大きなイベントである「ジャパ

ンフェスティバル」に出展機会を得て、この時期を研修期間の後半

に来るように日程を調整し、このイベントで自分たちが作ったクッ

キーを自分達により顧客に販売するというビジネスの実際の流れを

始めから最後まで経験できる研修とした。 

 

・第２回 IT 研修開催 １１月１１日～１５日 

研修生６名 ラオス人講師１名 ラオス人アシスタント 1名 

当会の就労支援スタッフが中心となり、第 1回の IT 研修生で OJT

として当会ワークショップで引き続き働いている研修生がサポート

役となり研修が実施された。対象は、シークッド障害者職業訓練校

の卒業生で卒業後の支援が受けられず、就業できていない身体障害

当事者、IT スキルを既に身につけている身体障害当事者、事故のた

め、リハビリテーションセンターでリハビリを行っており退院する

中途障害当事者の 6名であった。3つにグループ分けし、一番スキ

ルの高い障害当事者たちはベーカリー部門のパンフレット作り、2

番目にスキルの高いグループは、名刺作り、3番目のグループはベ

ーシックなパソコン操作の指導を行った。それぞれのグループの作

業の過程で、就労支援スタッフ、既存の研修生がアドバイスをしな

がら、研修を行った。 

 

・研修以外の期間 

研修以外の期間、希望する研修生は、仮想就労の場である各ワーク

ショップで、働きながら実際のビジネスを学んでいる。当団体の職

業訓練スタッフが研修生たちと共に働きながら、将来の起業、就業

に向けて、アドバイスを行い、OJT トレーニングの中で、有益な就

業経験が積めるように、支援している。 

（３）達成された効果 

   

 

・第 1回車椅子製造研修生 6名のうち、3名が障害者支援団体、企

業に就職した。2名は実家で、商店を営んでいる。また、1名は現在、

就職活動中である。 

・第 1回美容研修生 6名のうち、1名が当会のワークショップで起

業のための技術向上とマネジメントスキルを学ぶため OJT を継続し

ている。3名が手工芸の店やレストランで働いている。2名が、当会

の研修に参加後、退学していた学校への復学を決め、現在、学校で

学んでいる。 

・第 2回美容研修生 6名のうち、1名が当会のワークショップで起

業のための技術向上とマネジメントスキルを学ぶため OJT を継続し

ている。2名がシンの仕立てや、縫製工場で働くこととなった。2

名が飲食関係で働いている。1名は就職活動中である。 

・第 1回ベーカリー研修生 6名のうち 1名が当会のワークショップ

で起業のための技術向上とマネジメントスキルを学ぶため OJT を継

続している。1名はシークッド障害者職業訓練校に紹介し、現在、

同校で学んでいる。2名はシンの縫製の仕事を見つけ働いており、1
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名は実家で八百屋をしている。1名は退学していた学校に復学した。 

・第 2回ベーカリー研修生 6名のうち、3名が当会のワークショッ

プで OJT を続けている。1名が知的障害者施設に通っている。1 名は

障害者支援分野の団体の職員として、働いている。 

・第 1回 IT 研修生 5名のうち、3名が当会の新しく立ち上げた IT

印刷分野のワークショップで IT スキルの向上と本格的にビジネス

を始めていく準備をスタッフと共にし、OJT を実施している。1 名は

大学の事務職員の職に就き、1名は建設会社のスタッフとして、働

いている。 

・第 2回 IT 研修生 6名のうち、5名が第 1回目の研修生たちとスタ

ッフが立ち上げたワークショップで OJT を継続している。1名は、

地方で地雷処理を行う団体の職員となった。 

 

・美容ワークショップは日常的に OJT を行っており、1か月にのべ

300 名以上のお客様が来店している。これは地域で障害者就労が受

け入れられていることを示す。また、この来店者数から、OJT を行

っている研修生たちの美容技術の向上もうかがえる。 

 

・ベーカリーワークショップは現在 17 の店舗やカフェ、企業等と取

引を行っている。また、旅行者がお土産としてクッキーを買うため

に観光マイクロバスでわざわざ当会ワークショップに訪れることも

ある。また内外の個人旅行者も噂を聞きつけ当会ワークショップを

訪れることも多々あり、ビエンチャンでの知名度が上がってきてい

る。これはラオス内外の多くの人々が ADDP クッキーを見かけ、また

購買することで障害当事者と接点を持ち、社会の中の障害当事者の

存在に気付く機会でもある。このこと自体が当会の事業の目標であ

る障害者の社会へのインクルージョンの達成であり、当会の事業そ

のものがラオス障害者の社会自立のための啓発活動となっている。

ひいては障害当事者の潜在的な能力を理解する機会でもある。障害

当事者を社会の中で顕在化させることは、障害者支援が発展してい

く過程で、非常に重要なことである。将来の障害者支援の進展と、

適切な形での社会への統合に繋がることが期待される。 

（４）今後の見通し ・今後、車椅子製造研修、美容研修、ベーカリー研修、IT研修を各

1回実施する予定である。 

・現在、各ワークショップで OJT を行っている研修生を更なる指導

員として養成する。 

・現在、各ワークショップで OJT を行っている研修生の中で、起業

に意欲を示している者がいるので、より実践的な研修を行い、起業

を実現させ、さらなる障害当事者の就労モデルを作る予定である。 

・車椅子製造・修理・販売の分野において、日本の車椅子会社と提

携しながら、事業を進めることが決まった。今後、研修として、日

本製中古車椅子の修理、販売を行い、車椅子を必要とする人に、高

品質な車椅子を提供できる予定である。 

・ベーカリー部門は、今後も販路を広げ、より多くの障害当事者に
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就労の機会を提供する予定である。また、完全にベーカリー部門だ

けで経営ができるように、マネジメントに力を入れた研修を実施し

ていく予定である。 

・IT 部門は、今後、一般の顧客の獲得を目指して、営業活動を本格

化させる予定である。 


